
オイラトモンゴル人の野生植物利用 
－新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県を事例にー 

 

バヤリタ 

はじめに

本稿の目的は、新疆ウイグル自治区イリ・カザフ自治州テケス県のオイラトモンゴル人が利用する

野生植物を整理、公開することである。本研究で取り上げるのは、新疆ウイグル自治区イリ・カザフ

自治州テケス県である。（地図 2）テケス県は新疆ウイグル自治区内でも標高が高く、かつ、標高差

が大きい。また比較的雨量が多い。そのため植物の分布は 900m の平野部から 3000m 級の高山植物帯

の地域にかけて広範囲に及ぶ。

 

．テケス県の概要

（1）テケス県自然環境

イリ・カザフ自治州の位置は新疆ウイグル自治区の西北部である（地図1）。テケス県はイリ・カザ

フ自治州の西南部に位置する（北緯 42° 22′ 30″～43° 25′ 30″、東径81° 19′ 00″～82° 37′ 30″）（杜2004:2）

（地図2）。その面積は8352㎢で、東京都の約四倍である。 

テケス県は天山山脈のウソン山とテレスカイタブ山の間に位置し、全体が山に囲まれた地形である。

北部と南部は山岳地帯で、北部のウソン山の標高は約 3000m、南部のテレスカイタブ山の最高標高は

4902m である。中央部は南北を山脈に挟まれた盆地で平野が広がる。中央部の標高は約 900m で、平

野をテケス河が西から東に流れている。 

年平均降水量は約 382mm で、山岳地帯では 600mm 以上となる。夏雨型で、4 月から 9 月の降水量

は計約 333mm、年平均降水量の 87％を占める。 

平均気温は 9℃と寒冷であるが、標高差が 4000m もあるため、標高に応じて 7 月の平均気温は 14℃

から 23℃、1 月ではマイナス 12℃からマイナス 7.6℃と気温の差が激しい。

テケス県の総人口は 1990 年現在 16 万人で、23 の民族が居住している。カザフ族は 40％、漢族は

24％、回族は 13％、ウイグル族は 12％となり、これら 4 民族で全体の 89％を占める。オイラトモ

ンゴル人は全人口の 4％を占め、約 5000 人に過ぎない。 

山岳地帯ではカザフ人とオイラトモンゴル人が主に移牧（transhumance）を行い、羊、牛、馬、ラ

クダ、山羊の家畜を飼育している。移牧とは定住村を持ちつつ、移動しながら家畜の放牧を行う牧畜

形態である（渡辺2009）。 
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地図 1  新疆ウイグル自治区 

 

地図 2  イリ・カザフ自治州テケス県 

イリ・カザフ自治州 伊寧市  
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テケス県のオイラトモンゴル人の牧畜民は平野と高地との標高と気候の差異を利用し、季節移動し

ながら放牧を行っている。彼らは冬営地にウーチゥグ1（üüčüɡ）2と呼ばれる定住の家屋を持ち、寒い

季節にのみ家畜を舎飼いし、夏はメェヒーンゲル（meqiin ɡer）と呼ばれるゲルに住んで放牧を行っ

ている。

降水量が比較的多いため、標高の低い平野部では、小麦、ヒマワリ、トウモロコシ、カラシナ、煙

草などの農作物や、リンゴ、スイカ、アンズなどの果物の生産も盛んである。農耕だけではなく牛、

馬、羊、山羊、豚、鶏、驢馬も飼育されている。 

 

（2）テケス県のオイラトモンゴル人

オイラトという名称は「森の人々」を意味するオイギン・イレゲン（öi -in irɡen）に由来する。モ

ンゴル帝国以前、バイカル湖西部のアンガラ川からエニセイ川にかけての流域、現在のモンゴル国西

部のフブスグルからトゥヴァ共和国の地域に居住していた。彼らは森の中で狩猟を営む集団であった。

そのため「森の人々」と呼ばれるようになったという。オイラトモンゴル人は「西部のモンゴル」と

も呼ばれている。現在、オイラトモンゴル人は中国新疆ウイグル自治区をはじめ、内モンゴル西部、

青海省、甘粛省、ロシア連邦カルムイク共和国、モンゴル国西部に居住している。 

新疆のオイラトモンゴル集団は大きく四つに分けられる。オーイラト（öild）、トルグート（torɡuud）、

ホシュート（hošuud）、ドルベト（dörbüt）の四つの部族集団である。使用する言語はモンゴル語のオ

イラト方言である。宗教は仏教である。 

 

2．実地調査  

（1）インフオーマント 

筆者はテケス県のオイラトモンゴル人を対象に実地調査3を行なった。インフオーマントは医師 2

名、牧畜民 2 名、農耕民 4 名の計 8 名である（表 1）。 

医師とはエムチ（emči）といい、チベット仏教僧から医学知識を学んだ人を指す。医師 A 氏は平野

にある村、B 氏は平野に形成された人民政府行政鎮にあるバザル区に居住している。 

牧畜民とはマルチン（malčin）といい、牛、馬、ラクダ、羊、山羊の五畜を飼育する人々を言う。

牧畜民 A 氏と牧畜民 B 氏は北部の山地に居住している。 

農耕民とはタリヤチン（taraačin）といい、農耕に従事している人々を指す。栽培作物は主に小麦、

ヒマワリ、トウモロコシである。農耕の傍ら、羊と馬と牛を飼養している。移動をせず、定住放牧を

                                                   
1 本稿のモンゴル語のカタカナ表記はオイラト方言の発音に基づいている。
2 本稿のモンゴル語表記は標準モンゴル語記号に準ずる。 
3 実地調査は計 3 回である。2011 年 9 月 5 日～9 月 28 日までの計 24 日と 2014 年 2 月 20 日～3 月 10
日で計 28 日、2014 年 8 月 24 日～8 月 30 日までの 7 日間である 
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し、平野部に居住する。彼らは現在自他称共に農耕民である。 

 

表 1 インフォーマント一覧 

生業 名前 性別 年齢（2011 年現在） 居住地 部族 

医師 A 男性 59 歳（1952 年生） 平野 トルグート 

B 男性 71 歳（1941 年生） 平野 オーイラト 

牧畜民 A 男性 58 歳（1953 年生） 山の南麓 トルグート 

B 女性 58 歳（1953 年生） 山の南麓 トルグート 

農耕民 A 女性 92 歳（1919 年生） 平野 トルグート 

B 女性 86 歳（1925 年生） 平野 トルグート 

C 女性 62 歳（1949 年生） 平野 トルグート 

D 女性 59 歳（1952 年生） 平野 トルグート 

 

（2）調査方法 

野生植物を薬として利用するため、植物を熟知している医師を対象に調査を行った。 

医師と共に山に入り、植物と生育環境を実見しながら、植物の名前と具体的な利用法について聞き

取りした。牧畜民と農耕民には、植物の実物を見せ、聞き取りし、確認した。 

 

．テケス県の野生植物

（1）植物一覧

この 8 名のインフォーマントが利用する野生植物は全部で 65 種であった（巻末の植物一覧）。見出

しはオイラトモンゴルの植物名称で、あいうえお順になっている。植物名称にはモンゴル語のオイラ

ト方言の発音記号を付記している。

項目の別名、生育地、民俗分類、用途はインフォーマントによるものである。別名とは見出しの名

前とは別の名称である。生育地とは植物の主な生育場所である。民俗分類とはインフォーマントよる

一つの分類である。学名、科名、和名、中国語名、内モンゴル名、標高、生物学分類は（杜 2004）、

（バトモンク 2012）、（王 2006）、『種子植物図鑑』（1977）と千葉大学の系統分類 YList サイト 、BG 

Plants 日本植物学名検索システム、中国百度などのインタ―ネットサイトによって筆者が同定したも

のである。出典はそれぞれ文末脚注に示している。内モンゴル名とは内モンゴル自治区の通称である。

植物の写真は特に明記しない限り筆者が撮影したものである。
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（ ）植物分類

オイラトモンゴル人は植物を栽培植物（termül urɡumul）と野生植物（zerliɡ urɡumul）と二つに分

類している。ここで取り上げるのは野生植物である。 

 生物学の分野では植物をその生活形によって草本と木本と大きく二つに分類する。草本は地上に

ある茎は生存する期間が短く、木化したり肥大成長することがほとんどない。木本は地上の茎は 1 年

越えて生き続け、木化し肥大成長する（岩瀬、大野 2004）。 
草本はその生活史4の長さによって一年草、二年草、多年草に分別される。一年生草本とは地下部

を含め、植物全体が、発芽後 1 年以内に開花、結実し、枯死する植物をいう。二年草本とは秋または

春に発芽し、1 年目の夏にはもっぱら栄養器官の成長をおこない、2 年目に開花、結実し、生存期間

は 1 年以上 2 年未満の草本をいう。多年草とは少なくても地下部は 2 年以上生存し、成熟後はふつう

2 回以上、原則として毎年開花、結実する草本をいう。 

木本はその高さと形状によって高木（喬木）、亜高木（小高木）、低木（灌木）、亜低木（半低木）、

矮性低木（小低木、匍匐性低木）に分類され、葉の生続期間によって落葉樹、常緑樹と分類される。

それ以外、葉の形によって大きく広葉樹と針葉樹と分類される（清水 2001）。 

オイラトモンゴル人の植物の分類は生物学的な分類と大きく異なり、彼らは野生植物を形態と用途

に応じて、大きく樹木と草と花卉の三つに分類する（表 2）。樹木は果実の有無によって果樹とそれ

以外の樹木に分類される。果樹ではない樹木は「普通の」（enɡin）と表現されている。草は用途によ

って薬草と家畜用の草と普通の草の 3 つに分類されている。花卉は用途によって薬用と普通の花卉に

分類される。 

 

表 2 植物の民俗分類 

形態 下部分類

樹木 

（モドン modun） 

果実 有 果樹（ゼミスィン・モドン zemis in modun） 

無 普通の樹木（エンギン・モドン enɡin modun） 

草 

（オブスン öbüsün）  

 

薬用 薬草（エミィン・オブスン em in öbüsün） 

家畜用 有 家畜の草（マルィン・オブスン mal in öbüsün） 

無 普通の草（エンギン・オブスン enɡin öbüsün） 

花卉 

（セセゲ čečeɡ） 

薬用 有 薬用花卉（エミィン・セセゲ em in čečeɡ） 

無 普通の花卉（エンギン・セセゲ engin čečeɡ）  

（牧畜民 B の聞き取にもとづき作成） 

                                                   
4 生活史とは草の種子から発芽し、成長、開花、結実し、一生を終えるまでの過程をいう。 
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このような分類から、植物の用途には食用と薬用と家畜用があることがわかる。「普通の」と表現

される植物の用途は主に生活用である。生活用には化粧、染料、信仰、虫の予防剤、煙草、洗剤、娯

楽、楽器、建築、燃料などがある。

 

（3）生育地

植物図一覧から植物の生育地をまとめたのが（表3）である。生育地として言及されるのは地形名

称である。地形が高いと認識されているものに順じて高い方から低い方に並べている。人々は採集す

る植物がどこに生育しているのかを熟知している。なぜなら、同じ種類の薬草でも生育している場所

によって効果が異なると考えられているからである。 

 

表 3 植物の生育地 

地形名称 日本語訳 

シリ（šil） 山の頂の草地 

オルクン・ガザル（ölkün ɡɑzar） 山の南麓 

アル・ガザル（ɑr ɡɑzar） 山の北麓 

ゴリ（ɡol） 谷 

アダラガン・ガザル（ɑdɑrɡǝn ɡɑzar） 山の低地、褶曲山脈を成している 

コデ・ガザル（köde ɡɑzar） 平野 

シレギ（širiɡ） 湿地 

トハ（tohɑ） 森林 

 

（ ）生業と地形との関係

医師AとBは「コデ・ガザル」と呼ばれる平野にある村に暮らしているが、テケス県全域で植物を

採集している。 

牧畜民にとって、植物の生育地は牧地でもある。春は「オルクン・ガザル」といわれる山の南麓と

「ゴル」と言われる谷で放牧し、夏には「アル・ガザル」という山の北麓と「シリ」と呼ばれる山の

頂の草地に放牧する。秋には「コデ・ガザル」といわれる平野と「トハ」という森林と「シレギ」と

いう湿地帯に放牧を行う。冬には日当たりの良い暖かい「オルクン・ガザル」という山の南麓に移動

し放牧する。採集はその滞在中に行われている。牧畜民が移牧で利用する土地が主な生育地となって

いることがわかる。 

農耕民は「コデ・ガザル」といわれる平野で農業を営み、彼らは必要に応じて生育地に出向い採集

する。 
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おわりに

本稿では、筆者が実見確認したテケス県のオイラトモンゴル人が利用する 65 種の野生植物を整理、

公開した。人々は野生植物を日常的に利用し、今日でも薬用、食用、家畜用、生活用など広範囲に利

用している。本調査から、オイラトモンゴル人の植物の形態と利用に即した分類が明らかになった。

植物の生育環境として認識されている地形名称はオイラトモンゴル人の地形認識でもある。この地形

認識はオイラトモンゴル人の伝統的な生業である移牧と密接な関係がある。 
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資料 植物一覧

1 アラタン・ドゥスル・セセゲ  [altən dʊsʊl ʦeʦeɡ]  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
引用1

【別名】―                           

【生育地】谷（ゴル）、山の低地（アダラガン・ガザル）   

【生育標高】1400m 以上  

【学名】Inula britannica L. 

【科名】キク科2 

【和名】オグルマ3 

【中国語名】旋覆花4 

【内モンゴル名】アラタン・ドゥスル・セセゲ 

【生物学分類】多年生草本5 

【民俗分類】草6  

【用途】薬用  

 
2 アルツン [ɑrʦən]     

 
 

 

 

 

 

 

 

 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガ（山の南麓） 

【別名】ホン・アルツン[χøn ɑrʦən] 

【生育地】山の南麓（オルクン・ガザル） 

【生育標高】1500m～2800m 

【学名】Savin Savin Junipper7 

【科名】ヒノキ科 

【和名】サビナビャクシン8 

【中国語名】沙地柏9 

【内モンゴル名】ホニ・アルツ 

【生物学分類】灌木10 

【民俗分類】樹木11 

【用途】薬用、線香用、儀礼用  
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3 ウスン・オブスン  [ysyn øβsyn]

 
 
 
 
 
 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホシロトハ（湿地） 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Sonchus brachyotus DC.12 

【科名】キク科13 

【和名】ハチジョウナ14 

【中国語名】苣荬菜15 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】一年生草本16 

【民俗分類】草17 

【用途】家畜用、食用 

4 ウクル・ハル・ボリジラガン [ykyr χɑr bølʤirɣən]

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル）、山の頂の草地（シリ） 

【生育標高】1600m 以上 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】不明 

【用途】食用 

 

－ 64 －



5 ウレー [ylæː] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガンゴル（谷） 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1400m 以上  

【学名】calvatis gigantean L.  

【科名】ホコリタケ科18  

【和名】キノコ 

【中国語名】大马勃 

【内モンゴル名】ドゥライ・モグ 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】不明 

【用途】薬用 

 
6 エンデスン [ændǝsən] 

撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：ホジルトハ（湿地）

【別名】マノ[mɑnɔ]  

【生育地】湿地（シレギ）、山の北麓（アル・ガザル）谷（ゴル）         

【生育標高】900m 以上                 

【学名】Inula helenium L.19 

【科名】キク科20 

【和名】オオグルマ21 

【中国語名】土木香22 

【内モンゴル名】ゴユ・アラタン・ドゥスル・セセゲ23 

【生物学分類】多年生草本24 

【民俗分類】草25      

【用途】薬用、家畜用 
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7 エンギセグ [eŋɡisiɡ]  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
引用26

 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1600m 以上 

【学名】Arnebia euchroma（Royle）Johnst.27 

【科名】ムラサキ科 

【和名】ムラサキ 

【中国語名】新疆紫草 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本 

【民俗分類】不明 

【用途】生活用、染料用 

 
8 エルベン [erβeŋ]  

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ダワン（山の南麓） 

【別名】―  

【生育地】山の南麓（オルクン・ガザル） 

【生育標高】1600m 以上 

【学名】Artemisia sieversiana Willd.28  

【科名】キク科 

【和名】ハイイロヨモギ29 

【中国語名】大籽蒿30 

【内モンゴル名】ツァガーン・エルマ31 

【生物学分類】多年生草本 

【民俗分類】草32 

【用途】薬用、家畜用 
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9 エレゲテンネ・ガル [erkiten næ Gɑr] 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

引用33 

【別名】―                    

【生育地】谷（ゴル）                   

【生育標高】1600m 以上  

【学名】Gymnadenia conopsea（L）R.Br.34 

【科名】ラン科 

【和名】テガタチドリ35 

【中国語名】手掌参36 

【内モンゴル名】アラガン・ツァキルム37 

【生物学分類】多年生草本38 

【民俗分類】草39 

【用途】薬用 

 
10 エル・ザムバ [er zɑmba] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
引用40 

【別名】―  

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1600m 

【学名】Malva silvestris L.41 

【科名】アオイ科 

【和名】ウスベニアオイ42 

【中国語名】锦葵果43 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本44 

【民俗分類】花卉45 

【用途】染料用 
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11 エルミン [ælmin] 

 
 
 
 
 
 
 

引用46 

【別名】エイム[æjim]  

【生育地】どこでも  

【生育標高】1200m 以上 

【学名】Malussieveri47 

【科名】バラ科48 

【和名】リンゴ 

【中国語名】野生苹果 

【内モンゴル名】アルムロト 

【生物学分類】落葉高木樹49 

【民俗分類】樹木50 

【用途】食用、家畜用 

 

12 オルスン [ɔlsʊn] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】―  

【生育地】どこでも  

【生育標高】900m 以上 

【学名】Cannabis sativa51 

【科名】クワ科52 

【和名】大麻53 

【中国語名】火麻仁54 

【内モンゴル名】オルスゥ 

【生物学分類】一年生草本55 

【民俗分類】草56 

【用途】煙草用、紐用 
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13 オルグ [øryɡ]  

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（平野） 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 

【生育標高】1200m 以上 

【学名】Prunus armeniaca L.57 

【科名】バラ科58 

【和名】アンズ 

【中国語名】杏仁 

【内モンゴル名】ヘルン・グイルス59 

【生物学分類】落葉小高木60 

【民俗分類】樹木61 

【用途】食用、薬用 

14 カオカボンバ [kɑβkɑ bɔmbɑ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（平野） 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Taraxacum ssp.62 

【科名】キク科 

【和名】タンポポ63 

【中国語名】蒲公英 

【内モンゴル名】バグバハイ・セセゲ 

【生物学分類】多年生草本 

【民俗分類】花卉64 

【用途】家畜用、薬用 
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15 ガザル・ベリャチ [Gɑzər bereʧ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】1000m 以上 

【学名】Euphorbia humifusa 

【科名】トウダイグサ科 

【和名】ニシキソウ65 

【中国語名】地綿草 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】一年生草本 

【民俗分類】草66 

【用途】家畜用 

   

16 ガンデガェル [GændGær] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（平野） 

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル）、谷（ゴル） 

【生育標高】1300m 以上 

【学名】Rubus sachalinensis67 

【科名】バラ科68 

【和名】エゾイチゴ69 

【中国語名】珍珠杆70 

【内モンゴル名】ツァィブル・ボリジルガン71 

【生物学分類】落葉灌木 

【民俗分類】不明 

【用途】食用、薬用 
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17 キチ [Giʧ] 

引用72

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル） 

【生育標高】1100m 以上 

【学名】Sinapis alba L.73 

【科名】アブラナ科 

【和名】カラシナ74 

【中国語名】芥子75 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】一年生草本 

【民俗分類】草76 

【用途】食用、家畜用 

18 ケンゲリギ・オブスン [keŋ ɡiriɡ øβsyn ]  

引用77

【別名】―            

【生育地】山の南麓（オルクン・ガザル）        

【生育標高】1400m 以上 

【学名】Thlaspi arvense L.78 

【科名】アブラナ79 

【和名】セキメイ80 

【中国語名】菥蓂子81 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本82 

【民俗分類】草83 

【用途】薬用、家畜用 
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19 ケリケ・サラ [kelke sɑlɑ] 

引用84

【別名】― 

【生育地】山の低地（アダラガン・ガザル）、平野（コデ・

ガザル） 

【生育標高】1200m 

【学名】Tulipa iliensis85 

【科名】ユリ科 

【和名】アマナ86 

【中国語名】光慈姑87 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本88 

【民俗分類】不明 

【用途】食用、家畜用、薬用 

20 ケレスン [kersən] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（平野）

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Chenopodium acuminatum Willd.89 

【科名】アカザ科90 

【和名】マルバアカザ91 

【中国語名】尖头叶藜 

【内モンゴル名】トグルグノウリ 

【生物学分類】一年生草本92 

【民俗分類】草93 

【用途】洗剤用 
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21 ゲシン [ɡeʃin] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ハンガンゴル（谷）

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1800m94 

【学名】Rheum wittrockii lundstr.95 

【科名】デタ科96 

【和名】大黄97   

【中国語名】天山大黄98 

【内モンゴル名】ゲシン 

【生物学分類】多年生草本99  

【民俗分類】不明 

【用途】食用、薬用  

22 ゴニド [Gɔnd]

引用100

【別名】―  

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1600m 

【学名】Coriandrum cativum L.101 

【科名】セリ科 

【和名】コリアンダ102 

【中国語名】芫荽子103 

【内モンゴル名】ウネルト・ノガ104 

【生物学分類】一年生草本105 

【民俗分類】不明 

【用途】薬用、食用 
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23 ザムバ・セセゲ  [zɑmba ʦeʦeɡ]

 
 
 

 

 

 

 

 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Malva sylvestris L.106 

【科名】アオイ科 

【和名】ウスベニアオイ 

【中国語名】锦葵 

【内モンゴル名】ザムバ・セセゲ 

【生物学分類】二年生草本 

【民俗分類】草107 

【用途】トイレットペーパー用 

24 ゼゲデ [zeɡde]

引用108 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル）、平野（コデ・ガザル） 

【生育標高】1200m 以上 

【学名】Elaeagnus angustifolia L.109 

【科名】グミ科 

【和名】ヤナギバグミ110 

【中国語名】沙枣111 

【内モンゴル名】ジグデ 

【生物学分類】落葉小低木 

【民俗分類】樹木112 

【用途】食用、薬用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 74 －



25 ゼデゲン [zedɡen]

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル）、山の頂の草地（シリ） 

【生育標高】1700m 以上 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】不明 

【用途】食用 

26 ゼゲスン [zegsən ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（湿地） 

【別名】― 

【生育地】湿地（シレギ）、森林（トハ） 

【生育標高】1100m 

【学名】typha angustifolia L113 

【科名】ガマ科 

【和名】ヒメガマ 

【中国語名】狭叶香蒲（水烛）114 

【内モンゴル名】モリン・ゼゲス115 

【生物学分類】多年生草本 

【民俗分類】草116 

【用途】生活用品、家畜用 
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27 シャブドル [ʃɑβdʊl] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル）、山の頂の草地（シリ） 

【生育標高】1600m 以上 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】樹木 

【用途】食用 

 
28 シキリ・ブヤ [ʃikir bʊja] 

 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル） 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Glycyrrhiza uralensis Fisch.117 

【科名】マメ科 

【和名】カンゾウ 

【中国語名】甘草 

【内モンゴル名】シキリ・エブスｩ 

【生物学分類】多年生草本118 

【民俗分類】草119 

【用途】薬用、家畜用 
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29 シミリデグ [ʃimildiɡ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別名】― 

【生育地】山の頂の草地（シリ） 

【生育標高】1600m 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】不明 

【用途】食用 

30 ショーウラー [ʃʊːrɑː]  

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ハンガンゴル（谷）

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1700m 

【学名】Allium macrostemon 

【科名】ヒガンバナ科 

【和名】ノビル 

【中国語名】野酸 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本 

【民俗分類】不明 

【用途】食用、薬用 
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31 シャル・モドン [ʃɑr mɔdʊn] 

 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ハンガンゴル（谷） 

【別名】― 

【生育地】森林（トハ）、山の北麓（アル・ガザル）、山南麓（オ

ルクン・ガザル）、谷（ゴル） 

【生育標高】1400m 

【学名】Berberis heteropoda Schrenk120 

【科名】メギ科 

【和名】珍果メギ121 

【中国語名】刺黄柏122 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】落葉小低木123 

【民俗分類】樹木124 

【用途】薬用 

 
32 ソハー [sʊχɑː] 

 
引用125 

【別名】―                       

【生育地】森林（トハ）、平野（コデ・ガザル）                       

【生育標高】1000m 以上 

【学名】Artemisia argyi LecI .et Vant.126 

【科名】キク科 

【和名】ヨモギ127 

【中国語名】艾蒿128 

【内モンゴル名】ソイハ129 

【生物学分類】多年生草本130 

【民俗分類】草131 

【用途】薬用  
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33 スールグン・オブスン [sʊ ː rɣʊn øβsyn ]

 

引用132

【別名】―                           

【生育地】平野（コデ・ガザル）                      

【生育標高】1200m 以上 

【学名】Orostachys thyrsiflora L.133 

【科名】ベンケイソウ科 

【和名】ツメレンゲ134  

【中国語名】瓦松 

【内モンゴル名】ツェツェン・エブスン135 

【生物学分類】多年生草本136 

【民俗分類】草137 

【用途】薬用 

 
34 ソンズ [sonz] 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：バホルグ（平野） 

植 

【別名】シベ・オブスン[ʃiβæ øβsyn]   

【生育地】どこでも  

【生育標高】900m 以上 

【学名】Arctium lappa L.138 

【科名】キク科139 

【和名】ゴボウ140 

【中国語名】牛蒡子141  

【内モンゴル名】シベートゥルー142 

【生物学分類】多年生草本143 

【民俗分類】草144 

【用途】家畜用、鼠予防剤用 
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35 ズゥン・オブスン [zyn øβsyn] 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（平野） 

植

【別名】― 

【生育地】山の低地（アダラガン・ガザル）、平野（コデ・ガザ

ル） 

【生育標高】1300m 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】草145 

【用途】家畜用 

 
36 タビリハー [tæβilχæː]  

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所： ホジルトハ（山の南麓） 

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル）、山の北麓（アル・ガザル）、

山の南麓（オルクン・ガザル） 

【生育標高】1200m 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】樹木146 

【用途】薬用、燃料用 
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37 タン・オブスン [tɑn øβsyn ]  

 
撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：バホルグ（平野） 

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル）、谷（ゴル）、森林（トハ） 

【生育標高】1000m 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】草147 

【用途】家畜用 

 
38 チチリガン [ʧi ʧirɣən]

 

撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：ホジルトハ（森林） 

【別名】― 

【生育地】森林（トハ）、山の北麓（アル・ガザル）、山の南麓

（オルクン・ガザル） 

【生育標高】1200m 

【学名】Hippophae rhamnoides148 

【科名】グミ科149 

【和名】シーバックソーン150 

【中国語名】沙棘151 

【内モンゴル名】チチラガラン 

【生物学分類】落葉低木152 

【民俗分類】樹木153 

【用途】薬用 
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39 チョス・オブスン [ʦøs øβsyn] 

 
称

引用154

【別名】―  

【生育地】森林（トハ）、山の頂の草地（シリ）  

【生育標高】900m 

【学名】Ixeris chinensis（Thunb.）Nakai155 

【科名】キク科 

【和名】マンシュウタカサゴソウ156 

【中国語名】山苦荬157 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本158 

【民俗分類】草159 

【用途】薬用 

 
40 ツァキレデゲ [ʦɑkəldəɡ] 

 
撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Irs lacteal pall .var.chinensis（Fisch.）K.160 

【科名】アヤメ科 

【和名】ネジアヤメ161 

【中国語名】马蔺子162 

【内モンゴル名】ツァキラドグ 

【生物学分類】多年生草本163 

【民俗分類】草164 

【用途】家畜用、娯楽用 
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41 チンデン・モドン [činden mɔdʊn] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガンゴル（谷）

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1500m 

【学名】Sorbu tianschanica Rupr.165 

【科名】バラ科 

【和名】不明 

【中国語名】天山花楸 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】灌木 

【民俗分類】樹木166 

【用途】娯楽用、生活用   
 
42 ツウール・オブスン [ʦʊːr øβsyn ] 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】1000m 以上 

【学名】Plantago asiatica L.167 

【科名】オオバコ科 

【和名】オオバコ168 

【中国語名】车前169 

【内モンゴル名】ウクル・オルグナ  

【生物学分類】多年生草本170 

【民俗分類】草171 

【用途】薬用、家畜用 
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43 テネゲ・オブスン [teniɡ øβsyn ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野）

【別名】[jɑrɣə ʦeʦeɡ] 

【生育地】どこでも 

【生育標高】900m 以上 

【学名】Hyoscyamus nige L.172 

【科名】ナス科 

【和名】ヒヨス173 

【中国語名】天仙子174 

【内モンゴル名】テネゲ・エブスゥ 175 

【生物学分類】二年生草本176 

【民俗分類】草177 

【用途】薬用、家畜用 

44 トゥングン [tynɡyn ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（山の低地）

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】1300m 以上 

【学名】Achnatherum splendens（trin.）Nevski178 

【科名】イネ科 

【和名】ハネガヤ 

【中国語名】芨芨草179 

【内モンゴル名】デレスゥ 

【生物学分類】多年生草本180 

【民俗分類】草181 

【用途】家畜用、紐用、信仰用 
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45 ドラヌ  [dɔlɑnʊ ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガンゴル（谷）

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1400m 以上 

【学名】Crataegus pinnatifida Bge.182 

【科名】バラ科183 

【和名】サンザシ184 

【中国語名】山楂185 

【内モンゴル名】ホワ・ドローナ 186 

【生物学分類】落葉灌木187 

【民俗分類】樹木188 

【用途】食用、薬用 

46 ノスン・トロハー [nɔsʊn tɔl χɑ ː] 

 
引用189 

 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1600m 

【学名】Pulsatilla spp.190 

【科名】キンポウゲ科 

【和名】ヒロハオキナグサ191 

【中国語名】白头翁192 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本193 

【民俗分類】草194 

【用途】家畜用 
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47 ノハン・ホショ [nɔχɑn χɔʃʊ] 

撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：ホジルトハ（森林）

【別名】― 

【生育地】森林（トハ） 

【生育標高】1000m 以上 

【学名】Rosa davurica pall.195 

【科名】バラ科196 

【和名】オオタカネバラ197 

【中国語名】山刺玫198 

【内モンゴル名】キンガン・ザムル199 

【生物学分類】落葉低木200 

【民俗分類】樹木201 

【用途】食用 

48 ハダン・ハグ [χɑdɑn χɑɡ] 

引用202

【別名】― 

【生育地】山の北麓（アル・ガザル）、山の南麓（オルクン・ガ

ザル） 

【生育標高】1400m 

【学名】Parmelia saxatilis Ach203 

【科名】バイカモ科204 

【和名】ミヤマカラクサゴケ205 

【中国語名】石花206 

【内モンゴル名】ハダン・ガグ 

【生物学特徴】不明 

【民俗分類】不明 

【用途】薬用、染料用 
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49 ハル・ハド χɑr χɑd]

 

 

 

 

 

 

 

 

引用207 

 

 

【別名】― 

【生育地】不明 

【生育標高】1300～1900m 

【学名】Ribes nigum L.208 

【科名】スグリ科 

【和名】クロスグリ 

【中国語名】黑果茶藨 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】落葉低木 

【民俗分類】不明 

【用途】食用、薬用 

50 ハルハー [χɑlχɑː] 

 
撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：バホルグ（平野） 

【別名】― 

【生育地】どこでも  

【生育標高】1000m 以上 

【学名】Urtica cannabina L. 

【科名】イラクサ科 

【和名】イラクサ 

【中国語名】荨麻 

【内モンゴル名】ハルガイ 

【生物学分類】多年生草本209 

【民俗分類】草210 

【用途】家畜用、薬用 
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51 ハル・ホルスン [χɑr χʊrsʊn] 

 
撮影年月：2011 年 8 月  

撮影場所：ハンガンゴル（谷） 

【別名】― 

【生育地】谷（ゴル） 

【生育標高】1600m 

【学名】Aconitum soongoricum Stapf.211 

【科名】キンポウゲ科 

【和名】トリカブト212 

【中国語名】草乌213准嘎尔乌头 

【内モンゴル名】プンア  

【生物学分類】多年生草本214 

【民俗分類】草215 

【用途】薬用 

 
52 ホチ・オブスン [χʊʦ øβsyn ] 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル） 

【生育標高】1000m 以上 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】草216 

【用途】家畜用 
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53 ホニン・ヌデン・ツツゲ [ χønyn nydyn ʦeʦeɡ] 

 
引用217 

【別名】―  

【生育地】谷（ゴル）        

【生育標高】1800m 

【学名】Heteropappus altaicus（Willd.）Novopokr.218 

【科名】キク科 

【和名】アルタイノギク219 

【中国語名】阿尔泰狗娃花220 

【内モンゴル名】不明  

【生物学分類】多年生草本221 

【民俗分類】花卉222 

【用途】家畜用、薬用 

 
54 ホムスン・ブドグ・オブスン [χʊmsʊn bʊdʊg øβsyn] 

 
引用223 

【別名】ヒイナェ[χijinæ]           

【生育地】平野（コデ・ガザル）     

【生育標高】1200m 以上  

【学名】Impatiens balsamina L .224 

【科名】ツリフネソウ科225 

【和名】ホウセンカ226 

【中国語名】急性子227 

【内モンゴル名】ホムスン・ブドグ・セセゲ 

【生物学分類】一年生草本228 

【民俗分類】花卉229 

【用途】化粧用 

 
 
 
 
 
 

     

－ 89 －



55 ホルン・ブヤ [χɔrʊn bʊja] 

 
 
 
 
 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】どこでも  

【生育標高】1100m 以上 

【学名】Sophora alopecuroides230 

【科名】マメ科231 

【和名】クララ232 

【中国語名】苦豆子233 

【内モンゴル名】トグル・エブスン  

【生物学分類】多年生草本234 

【民俗分類】草235 

【用途】薬用 

 
56 ホルスン [χʊlsʊn] 

 
 
 
 
 
 
 
 
引用236 

【別名】―  

【生育地】森林（トハ）  

【生育標高】1000m 

【学名】Phragmites communis Trin.237 

【科名】イネ科238 

【和名】ヨシ239 

【中国語名】芦根240 

【内モンゴル名】ホルス241 

【生物学分類】多年生草本242 

【民俗分類】草243 

【用途】家畜用 
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57 バラグン[balɣʊn ] 

 
 
 
 
 
 
 
 
引用244 

【別名】― 

【生育地】森林（トハ） 

【生育標高】900m 

【学名】Myricaria germanica（L.）Desv.245 

【科名】ヤナギ科246 

【和名】不明 

【中国語名】水柏枝247 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】灌木 

【民俗分類】樹木248 

【用途】薬用 

 
58 ベデ [bed] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（平野） 

【別名】― 

【生育地】平野（コデ・ガザル） 

【生育標高】1100m 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】草249 

【用途】食用、家畜用
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59 ボリジルガン [bølʤirɣən ] 

 
 
 
 
 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガンゴル（山谷） 

【別名】― 

【生育地】山の北麓（アル・ガザル）谷（ゴル） 

【生育標高】1500m 

【学名】Fragaria250 

【科名】バラ科251 

【和名】野生イチゴ 

【中国語名】草莓252 

【内モンゴル名】ボリジルガン 

【生物学分類】多年生草本253 

【民俗分類】不明 

【用途】食用 
 
60 ブホ・オブスン [bʊχ øβsyn]

 
 
 
 
 
 
 
 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガンゴル（山谷） 

【別名】ケレェン・ホシゥー[kæræn χɔʃʊː] 

【生育地】谷（ゴル）  

【生育標高】1400m 

【学名】Geranium pretense L. 

【科名】フウロソウ科 

【和名】ロウカンソウ254 

【中国語名】老鹳草255 

【内モンゴル名】シメデゲレ256 

【生物学分類】一年生草本257 

【民俗分類】草258 

【用途】薬用、食用 
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61 モルン・シャルラジン [møryn ʃɑralʤin] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：シャナガンゴル（山谷）

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】1400m 

【学名】Artemisia dracunculus L 

【科名】キク科 

【和名】タラゴン 

【中国語名】椒蒿 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】多年生草本259 

【民俗分類】草260 

【用途】家畜用   
 
62 モンク・セセゲ [mønk ʦeʦeɡ ]  

 

用資料261

【別名】― 

【生育地】山の南麓（オルクン・ガザル） 

【生育標高】3000m 以上 

【学名】Saussurea involucrate262 

【科名】キク科263 

【和名】雪蓮花 

【中国語名】天山雪莲 

【内モンゴル名】不明 

【特徴】多年生草本264 

【民俗分類】花卉265 

【用途】薬用 
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63 ヤマン・ゼレゲン [jɑmɑn zerɡin] 

 
撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：ホジルトハ（山の南麓）

【別名】ゼレゲン[zerɡin] 

【生育地】山の南麓（オルクン・ガザル） 

【生育標高】1300m 

【学名】Ephedraceae 266 

【科名】マオウ科267 

【和名】まおう268 

【中国語名】麻黄269 

【内モンゴル名】ゼレゲナ270 

【生物学分類】灌木271 

【民俗分類】草272 

【用途】薬用、煙草用、家畜用 
 
64 ヤマン・ホノグ [jɑmɑn χɔnɔɡ ] 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（山の低地）

【別名】― 

【生育地】山の低地（アダラガン・ガザル） 

【生育標高】1300m 

【学名】不明 

【科名】不明 

【和名】不明 

【中国語名】不明 

【内モンゴル名】不明 

【生物学分類】不明 

【民俗分類】草273 

【用途】家畜用   
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65 ロシゥグ [lɔʃʊGə] 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影年月：2011 年 9 月  

撮影場所：クレ（平野） 

 

 

【別名】― 

【生育地】どこでも 

【生育標高】1300m 以上 

【学名】Xanthium sibiricum Patrim.274 

【科名】キク科275 

【和名】不明 

【中国語名】苍耳276 

【内モンゴル名】ヤマン・ジャング 

【生物学分類】一年生草本 

【民俗分類】草277 

【用途】薬用 
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The use of the wild plants by the Oirad-Mongols 
in the Tekes district, Yili region, Xinjiang 

 
                                                          Bayarta 

 
Summary: 
This paper analyzes 65 species of wild plant used by Oirad Mongolian people in Tekes, Xinjiang. 

Oirad Mongolian people use these wild plants for a variety of purpose including medicine, food, 

forage and are classified according to each plants shape and usage. In addition, these plants are 

locally recognize in term of the geographical location of their habitat, which is closely related to 

their traditional transhumance. However, these plants can also be classified on the basis of their 

biological order which is distinct from the Oirad Mongolian people’s classification.  
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